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学位論文内容の要旨 

本研究の目的は、Area Detector CT (ADCT)による肘関節撮影において、高画質と被ばく線量低

減を両立させる座位を提案し、スーパーマンポジション、仰臥位と比較評価することである。座

位、スーパーマンポジション、仰臥位の CTDIvol は 2.7、8.0、20.0 mGy であった。DLP は 

43.4、204.7、584.8 mGy•cm であった。TTF では骨、軟部組織ともに座位が最も高い値を示した。

骨画像の NPS では、約 1.1 cycle/mm 以下まではスーパーマンポジションが最も低い値を示した

が、約 1.1cycle/mm を超えると座位が最も低い値を示した。観察者実験における全体的な画質は、

Reader1 と Reader2 の Likert スコアの中央値が、座位で 5.0 と 5.0、スーパーマンポジション

で 4.0 と 3.5、仰臥位で 4.0 と 2.0 であった。我々が提案する肘関節の ADCT における座位は、

スーパーマンポジション、仰臥位と比較して、優れた画質と低線量が得られると考える。 

 

論文審査結果の要旨 

肘関節におけるarea detector CTを用いた座位での撮像法の有用性を評価した研究である。この撮像

法により、被曝線量の低減と画質の向上を、ファントム実験と54症例の臨床データの解析により、明瞭

に示した。この撮像法に関連した過去の報告は少なく、今回提示された優れたCT撮像法が、今後の日常

診療の現場に普及して役立つことが期待できる。 

今回の論文は、後期課程の学位論文として妥当なものであると判断する。 


